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水環境・土壌環境行政について 

 

 

 現在の環境行政については、前回の部会最後でも紹介したように、2050 年ま

での脱炭素社会の実現という目標の設定をはじめとして、大きな転換点にある。

また、今国会では、瀬戸内海環境保全措置法の改正もなされたところ。 

このような状況をも踏まえ、今後の水環境行政、土壌環境行政に関し、各委

員より専門的視点などからのご意見を賜りたい。 

 

＜ご意見をいただきたい事項＞ 

・水環境・土壌環境分野において、重点的に取り組むべき分野・課題（中期・

長期） 

・水環境・土壌環境行政を進めるにおいて考慮すべき視点・事項 

                   など 

 

 

※なお、水環境保全に関しては、平成 23 年 3 月に「今後の水環境保全のあり

方について」をまとめており、この概要は別添のとおり。 

  



 

＜別添＞ 平成 23 年 3 月「今後の水環境保全のあり方について」とりまとめ概要 

 



 


